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コリアNGOセンターの
20年の歩みとこれから



コリアNGOセンター
設立の時代認識と理念

■ 「戦争の世紀」から「平和・人権の世紀」へ

■ 在日コリアン社会の世代交代、多様化と、多
民族多文化な社会へと進む日本

■ 自立した市民による市民社会の発展



「人権」「平和」「共生」

「自立した市民」

境界から共生へ



コリアNGOセンターが

取り組んできた主な課題



子どもたちの笑顔のために

2008年 大阪市、制度改編「大阪市国際理解教育推進事業」を開始
2011年 韓国政府在外同胞教育支援「民族学級支援費」を予算化

2021年 中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育の構築を目指して」

「子供たちのアイデンティティの確立を支え，自己肯定感を育むとともに、家
族関係の形成に資するよう，これまで以上に母語、母文化の学びに対する支援
に取り組むことも必要である」

2023年 こども基本法施行

「全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的人権が保障される
とともに、差別的取り扱いを受けることがないようにすること」



外国人の人権保障のために
【コリアNGOセンターが参加しているネットワーク】

外国人人権法連絡会／移住者と連帯する全国ネットワーク／RINK（すべて

の外国人労働者とその家族の人権を守る関西ネットワーク／人種差別撤廃

NGOネットワーク、他

在日コリアンの当事者団体として、政策提言、
ネットワーキング、課題解決、法律生活相談
などにとりくんできた。



ヘイトスピーチの根絶に向けて

2010年 京都東九条でのヘイト街宣にカウンターとして協力

2013年 鶴橋でのカウンターを呼びかけ、以降継続して対応

2014年 反ヘイトスピーチ裁判を支援する会に事務局として参加

2015年 大阪市へのヘイト対策条例を求める要望、ヒアリング

2016年 大阪市条例、ヘイトスピーチ解消法施行

鶴橋での禁止の仮処分



【毎日新聞 2017年9月9日】

【総実施件数】 4,195 件

【総参加者数】 266,612 人

コリアタウンフィールドワーク

年度 件数 参加人数

2005 172 8,425 

2006 143 6,587 

2007 181 8,391 【団体などへの講師派遣 ※】

2008 150 8,150 年度 件数 参加人数

2009 155 7,951 2009 88 4,745 

2010 131 7,672 2010 76 5,116 

2011 132 8,490 2011 55 4,055 

2012 165 9,550 2012 60 4,485 

2013 163 8,358 2013 60 4,990 

2014 169 8,682 2014 86 6,152 

2015 173 8,920 2015 94 8,209 

2016 180 10,132 2016 105 10,296 

2017 200 11,026 2017 102 10,276 

2018 191 10,916 2018 115 10,648 

2019 152 8,334 2019 68 7,344 

2020 10 717 2020 68 7,300 

2021 42 2,112 2021 59 6,124 

2022 129 8,114 2022 39 3,507 

2023 207 11,477 2023 35 4,361 

2024 200 11,000 2024 40 4,000 

合計 3,045 165,004 合計 1,150 101,608 

※ 2024年度は2024年8月15日現在での見込み

※ 2005年から2008年までの講師派遣はフィールドワークに含む

多文化共生社会に向けた社会教育





朝鮮半島・東アジアの平和共存に向けたオピニオン

2010.11 北朝鮮による延坪島砲撃事件に対する声明

2011.12 大阪府議会による朝鮮学校補助金大幅減額決定に反対し、再考を求める声明

2012.04 北朝鮮による飛翔体発射についての談話

2012.12 第18代韓国大統領選挙に対する『在日同胞政策に対する要望書』

2013.10 讀賣テレビ番組での在日コリアンに対する差別助長・偏向発言に関する抗議文

2015.08 朝鮮半島での軍事衝突回避を南北両政府に求める緊急声明

2016.05 ヘイトスピーチ解消法成立にあたっての声明

2017.09 朝鮮民主主義人民共和国の核実験に抗議し、朝鮮半島の軍事緊張緩和を求める声明

2018.02 朝鮮総聯中央本部への銃撃事件に対し、日本政府に厳正な対応を求める声明

2018.03 朝鮮半島の平和構築に向けて南北首脳会談、朝米首脳会談の開催を支持する声明

2018.06 朝米首脳会談に関する声明

2019.09 声明文「韓日関係の改善と発展を求めて ～過去をのりこえ、未来を拓くために～」

2021.05 入管法改定案の廃止を求める声明

2021.12 声明 ヘイトクライムのない社会を

2023.09 関東大震災朝鮮人虐殺100年周年を迎え、歴史に誠実に向き合うことを求めるコメント

2024.06 朝鮮民主主義人民共和国の平和統一理念の放棄に反対し、戦争回避と

平和実現に向けた対話を求める声明

2024.10 朝鮮半島の軍事緊張を高める南北両政府への自制と緊張緩和のための対話を求める声明



コリアNGOセンターの

これからの展望



私たちをとりまく情勢の展望

■ 人権をめぐる対立と葛藤、その一方で多様なマイノ
リティの人権保障のための制度、仕組みが整備

■ 少子高齢化と外国人の増加、生活の現場での外国人
の人権課題への関心の広がり

■ 人権問題への正しい理解のための人権教育、ネット、
メディアなどでの発信、ファクトチェックの重要性

(1) 人権を取り巻く状況



(2) 在日コリアンを取り巻く状況

■ 在日コリアンをどうとらえるか。

在日コリアンとしてのアイデンティ、生き方の多様化

■ いまだに続くヘイトスピーチ・ヘイトクライム被害

日本社会の排外主義との対峙関係

■ 日本における多文化共生社会の実現のための在日コリアン
の役割の重要性

とりわけ外国人の任用制限撤廃、社会参画の実現

■ 日韓関係の発展、日本と朝鮮半島の関係発展のための架橋
の役割の重要性



(3) 朝鮮半島・東アジアを取り巻く状況

■ 世界的な「戦争の時代」を生きるということ

武力による争いにとどまらない、国家によって強要さ
れる分断と対立の時代

■ 高まる朝鮮半島の緊張にどう向き合うか

基本姿勢として、朝鮮半島での武力衝突はあってはな
らない、在日コリアンを分断してはならない。

■ 日本、韓国の平和を希求する人々との連帯



コリアNGOセンターのこれからの展望



これからも皆さまとともに

20周年を迎えたコリアNGOセンターを

これからもよろしくお願いいたします


